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　(目的)
国立大学法人東京農工大学が設置するディープテックイノベーションスペースにおける安全衛生管理は、組織の整備、施設設備の改善、器具備品の確保、安全衛生教育の実施等を行い、安全衛生管理体制を整備することを目的とする。 
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 （実験・作業室の把握）
　実験・作業室等において取り扱っている研究実験・製品材料、化学物質等の種類及び使用量並びに使用器具工具等の規制対象の有無を十分把握し、これらを踏まえた定期的な在庫管理表や実験作業手順書、安全管理基準書等を作成による改善計画を図る。また、安衛法のほか、関係諸法令への対応についても十分検討し必要に応じて関係機関や専門的な助言を受けることとする。

（継続的な実施）
　安全衛生対策に係る改善計画に従い定期的な環境を行い、通常業務の中で適切に位置付を行うものとする。

（教育・訓練の実施）
　実験者又は作業者が使用する安全衛生措置が講じられた機械設備であっても、その取扱いを誤れば災害に結びつく可能性があることから、職員及び作業者等に対する安全衛生教育、訓練を行うものとする。

（安全な作業環境の確保）
　使用する化学物質等の種類や実験内容等により、実験室に隣接又は近接して、執務等に供するための居住スペースを確保や実験室内の安全確認が容易に行えるように、実験室と居住スペースとの仕切りを透明な間仕切りを設け計画する。
　 
 （避難経路の確保）
　東京農工大学小金井地区３号館又は小金井地区動物医療センター棟に準ずる。 

（ 緊急時対応に係る対策）
自然災害や、人為的災害に対し独自の緊急連絡網を作成し、東京農工大学工学部と連携を計り、定期的に見直し災害等に備える。



＊安全管理資料として以下の資料を添付致します。
＜居室のレイアウト図＞
装置配置、薬品配置保管場所、劇薬保管場所、
器具・工具・ボンベ等保管場所の配置がわかるもの。
